
1.為替動向

【為替レート（USD/RMB）の動き】 　　（単位：元）

為替レート
7月26日 金 6.8750
7月29日 月 6.8920
7月30日 火 6.8845
7月31日 水 6.8855
8月1日 木 6.9023
8月2日 金 6.9360
8月5日 月 7.0532
8月6日 火 7.0321
8月7日 水 7.0414
8月8日 木 7.0443
8月9日 金 7.0492 ※

※15：00時点
出所：CFETS（Close Rate）

2.金利動向

【SHIBOR（上海銀行間取引金利）3か月ものの動き】 　　（単位：%）

金利（%）
7月26日 金 2.6290
7月29日 月 2.6310
7月30日 火 2.6360
7月31日 水 2.6440
8月1日 木 2.6460
8月2日 金 2.6490
8月5日 月 2.6460
8月6日 火 2.6350
8月7日 水 2.6230
8月8日 木 2.6180
8月9日 金 2.6180

出所：中国外汇交易中心暨全国银行间同业拆借中心

-Disclaimer-
　　本レポートは情報提供のみを目的として作成したものであり、何らかの行動を勧誘するものではありません。
　　ご利用に関しては、すべてお客さまご自身でご判断下さいますよう、よろしくお願い申しあげます。
　　本レポートは信頼できると思われる情報に基づいて作成していますが、当行はその正確性を保証するものではありません。
　　本レポートのご利用によりお客さまがいかなる損失、損害を受けられても当行は一切の責任を負いません。
　　本レポートはお客さま限りでご利用くださいますようお願い申しあげます。

・8/5（月）には、人民元が約10年ぶりに１ドル＝7.00元台を突破。トランプ大統領による、報復関税
　第４弾の表明に対抗する措置として、中国当局が、7.00元越えを容認したものと考えられる。
・当局は、報復関税を無力化するため、一定程度の元安については容認するが、急激な元安は
　2015年のような資本逃避を引き起こす可能性があるため、より一層の元安進行は避けたいと
　考えているのが本音だろう。
・今後の短期的な為替水準は7.00元～7.10元のレンジにて推移する見込み。
・また、当局が元安をどこまで許容するのかにも注目。

・SHIBOR3か月もの金利は先週と同水準にて推移。
・米中貿易問題が為替問題にまで発展する様相を呈すも、国内金利市場に大きな変化はなかった。
・国内景気の先行きに懸念はあるものの、国内金利低下によるこれ以上の元安は、当局も避ける
　ものと思われることから、今後も現在の金利水準が継続する見込み。
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